
JP 2008-111128 A5 2010.12.9

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月26日(2010.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の化合物を反応させる方法により製造された油溶性の潤滑油添加剤組成物：
　（Ａ）下記の共重合体のうちの少なくとも一種：
　　（ｉ）下記の化合物を含む成分のラジカル共重合により得られた共重合体：
　　　（ａ）少なくとも一種のモノエチレン性不飽和のＣ3－Ｃ28のモノカルボン酸もし
くはそのエステル、またはＣ4－Ｃ28のジカルボン酸、その無水物もしくはエステル、
　　　（ｂ）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素原
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子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で共
重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、およ
び
　　　（ｃ）(ａ)及び(ｂ)の単量体と共重合可能で、かつ下記からなる群より選ばれる少
なくとも一種のモノオレフィン化合物：
　　　　（１）アルキル基がヒドロキシル、アミノ、ジアルキルアミノもしくはアルコキ
シで置換されているかまたは未置換であって、炭素原子１～４０個を含む、アルキルビニ
ルエーテルおよびアリルアルキルエーテル、
　　　　（２）アルキル置換基が炭素原子１～４０個を含む、炭素原子数３～１０のモノ
エチレン性不飽和モノもしくはジカルボン酸のアルキルアミン及びＮ－アルキルアミド、
　　　　（３）炭素原子数１～８のカルボン酸のＮ－ビニルカルボキサミド、
　　　　（４）Ｎ－ビニル置換窒素含有ヘテロ環化合物、および
　　　　（５）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素
原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で
共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、た
だし、用いるオレフィンは(ｉ)(ｂ)で用いられるオレフィンと同一ではない；
　　（ii）化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)とをラジカル開始剤の存在下で反応させるこ
とにより得られた共重合体；
　　（iii）（ａ）化合物(ｉ)(ａ)を化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)と、共重合体(ｉ)
、共重合体(ii)もしくは両者の存在下で非ラジカル触媒反応で反応させることにより、あ
るいは（ｂ）共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)
(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応による生成物と接触させることにより得ら
れた共重合体；
　（Ｂ）少なくとも二種のモノカルボン酸もしくはそのエステルと、または少なくとも二
種のジカルボン酸、その無水物もしくはエステルと、またはそれらの混合物と反応するこ
とができる少なくとも一種のエーテル化合物；
　（Ｃ）少なくとも一種のモノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカルボン酸、
その無水物もしくはエステルと反応することができる少なくとも１個の官能基を持つ少な
くとも一種の脂肪族化合物。
【請求項２】
　少なくとも一種のエーテル化合物(Ｂ)が、エーテルポリアミン、ポリエーテルポリアミ
ン、ポリエーテルアミノアルコール、ポリエーテルアミノチオールおよびポリエーテルポ
リオールからなる群より選ばれる請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項３】
　少なくとも一種の脂肪族化合物が、モノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカ
ルボン酸、その無水物もしくはエステルと反応することができる１個の官能基を持ってい
る請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項４】
　少なくとも一種の脂肪族化合物が、モノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカ
ルボン酸、その無水物もしくはエステルと反応することができる１個より多い数の官能基
を持っている請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項５】
　共重合体(iii)(ｂ)において、共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を、成分(Ｃ)
の存在下で、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応
による生成物と接触させる請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項６】
　少なくとも一種のエーテル化合物(Ｂ)がポリエーテルポリアミンである請求項２に記載
の潤滑油添加剤組成物。
【請求項７】
　ポリエーテルポリアミンが、各アルキレン単位がそれぞれ炭素原子２～５個を含むポリ
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オキシアルキレンジアミンである請求項６に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項８】
　オキシアルキレン部が、オキシエチレン、オキシプロピレンもしくはそれらの混合物で
ある請求項７に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項９】
　共重合体が共重合体(ｉ)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１０】
　共重合体が共重合体(ii)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１１】
　共重合体(ii)が、無水マレイン酸とポリイソブチレンとのラジカル触媒反応により得ら
れたポリＰＩＢＳＡである請求項１０に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１２】
　共重合体が共重合体(iii)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１３】
　脂肪族化合物がアミノ脂肪族化合物である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１４】
　アミノ脂肪族化合物が、脂肪族モノアミン類、脂肪族ジアミン類、脂肪族ポリアミン類
およびポリアルキレンポリアミン類からなる群より選ばれる請求項１３に記載の潤滑油添
加剤組成物。
【請求項１５】
　脂肪族化合物が脂肪族ジアミンである請求項１４に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１６】
　脂肪族ジアミンが、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプ
ロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン、または１，３－アミノプロピル
モルホリンである請求項１５に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１７】
　脂肪族化合物がポリアルキレンポリアミンである請求項１４に記載の潤滑油添加剤組成
物。
【請求項１８】
　共重合体(ｉ)の化合物(ｉ)(ｂ)が、数平均分子量（Ｍn）が１１２乃至５０００のポリ
イソブテンである請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１９】
　数平均分子量（Ｍn）が５００乃至３０００である請求項１８に記載の潤滑油添加剤組
成物。
【請求項２０】
　数平均分子量（Ｍn）が１０００乃至２５００である請求項１９に記載の潤滑油添加剤
組成物。
【請求項２１】
　(ｉ)(ａ)がジカルボン酸、その無水物もしくはエステルである請求項１に記載の潤滑油
添加剤組成物。
【請求項２２】
　(ｉ)(ａ)が無水マレイン酸もしくはそのエステルである請求項２１に記載の潤滑油添加
剤組成物。
【請求項２３】
　(ｉ)(ｃ)のモノオレフィンが１－オレフィンである請求項１に記載の潤滑油添加剤組成
物。
【請求項２４】
　主要量の潤滑粘度の油、および少量の下記の化合物を反応させる方法により製造された
潤滑油添加剤組成物を含む潤滑油組成物：
　（Ａ）下記の共重合体のうちの少なくとも一種：
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　　（ｉ）下記の化合物を含む成分のラジカル共重合により得られた共重合体：
　　　（ａ）少なくとも一種のモノエチレン性不飽和のＣ3－Ｃ28のモノカルボン酸もし
くはそのエステル、またはＣ4－Ｃ28のジカルボン酸、その無水物もしくはエステル、
　　　（ｂ）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素原
子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で共
重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、およ
び
　　　（ｃ）(ａ)及び(ｂ)の単量体と共重合可能で、かつ下記からなる群より選ばれる少
なくとも一種のモノオレフィン化合物：
　　　　（１）アルキル基がヒドロキシル、アミノ、ジアルキルアミノもしくはアルコキ
シで置換されているかまたは未置換であって、炭素原子１～４０個を含む、アルキルビニ
ルエーテルおよびアリルアルキルエーテル、
　　　　（２）アルキル置換基が炭素原子１～４０個を含む、炭素原子数３～１０のモノ
エチレン性不飽和モノもしくはジカルボン酸のアルキルアミン及びＮ－アルキルアミド、
　　　　（３）炭素原子数１～８のカルボン酸のＮ－ビニルカルボキサミド、
　　　　（４）Ｎ－ビニル置換窒素含有ヘテロ環化合物、および
　　　　（５）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素
原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で
共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、た
だし、用いるオレフィンは(ｉ)(ｂ)で用いられるオレフィンと同一ではない；
　　（ii）化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)とをラジカル開始剤の存在下で反応させるこ
とにより得られた共重合体；
　　（iii）（ａ）化合物(ｉ)(ａ)を化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)と、共重合体(ｉ)
、共重合体(ii)もしくは両者の存在下で非ラジカル触媒反応で反応させることにより、あ
るいは（ｂ）共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)
(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応による生成物と接触させることにより得ら
れた共重合体；
　（Ｂ）少なくとも二種のモノカルボン酸もしくはそのエステルと、または少なくとも二
種のジカルボン酸、その無水物もしくはエステルと、またはそれらの混合物と反応するこ
とができる少なくとも一種のエーテル化合物；
　（Ｃ）少なくとも一種のモノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカルボン酸、
その無水物もしくはエステルと反応することができる少なくとも１個の官能基を持つ少な
くとも一種の脂肪族化合物。
【請求項２５】
　少なくとも一種のエーテル化合物(Ｂ)が、エーテルポリアミン、ポリエーテルポリアミ
ン、ポリエーテルアミノアルコール、ポリエーテルアミノチオールおよびポリエーテルポ
リオールからなる群より選ばれる請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項２６】
　少なくとも一種の脂肪族化合物が、モノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカ
ルボン酸、その無水物もしくはエステルと反応することができる１個の官能基を持ってい
る請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項２７】
　少なくとも一種の脂肪族化合物が、モノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカ
ルボン酸、その無水物もしくはエステルと反応することができる１個より多い官能基を持
っている請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項２８】
　共重合体(iii)(ｂ)において、共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を成分(Ｃ)の
存在下で、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応に
よる生成物と接触させる請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項２９】
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　少なくとも一種のエーテル化合物(Ｂ)がポリエーテルポリアミンである請求項２５に記
載の潤滑油組成物。
【請求項３０】
　ポリエーテルポリアミンが、各アルキレン単位がそれぞれ炭素原子２～５個を含むポリ
オキシアルキレンジアミンである請求項２９に記載の潤滑油組成物。
【請求項３１】
　オキシアルキレン部が、オキシエチレン、オキシプロピレンまたはそれらの混合物であ
る請求項３０に記載の潤滑油組成物。
【請求項３２】
　共重合体が共重合体(ｉ)である請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項３３】
　共重合体が共重合体(ii)である請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項３４】
　共重合体(ii)が、無水マレイン酸とポリイソブチレンとのラジカル触媒反応により得ら
れたポリＰＩＢＳＡである請求項３３に記載の潤滑油組成物。
【請求項３５】
　共重合体が共重合体(iii)である請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項３６】
　脂肪族化合物がアミノ脂肪族化合物である請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項３７】
　アミノ脂肪族化合物が、脂肪族モノアミン類、脂肪族ジアミン類、脂肪族ポリアミン類
およびポリアルキレンポリアミン類からなる群より選ばれる請求項３６に記載の潤滑油組
成物。
【請求項３８】
　脂肪族化合物が脂肪族ジアミンである請求項３７に記載の潤滑油組成物。
【請求項３９】
　脂肪族ジアミンが、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプ
ロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン、または１，３－アミノプロピル
モルホリンである請求項３８に記載の潤滑油組成物。
【請求項４０】
　脂肪族化合物がポリアルキレンポリアミンである請求項３７に記載の潤滑油組成物。
【請求項４１】
　共重合体(ｉ)の化合物(ｉ)(ｂ)が、数平均分子量（Ｍn）が１１２乃至５０００のポリ
イソブテンである請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項４２】
　数平均分子量（Ｍn）が５００乃至３０００である請求項４１に記載の潤滑油組成物。
【請求項４３】
　数平均分子量（Ｍn）が１０００乃至２５００である請求項４２に記載の潤滑油組成物
。
【請求項４４】
　(ｉ)(ａ)がジカルボン酸、その無水物もしくはエステルである請求項２４に記載の潤滑
油組成物。
【請求項４５】
　(ｉ)(ａ)が無水マレイン酸もしくはそのエステルである請求項４４に記載の潤滑油組成
物。
【請求項４６】
　(ｉ)(ｃ)のモノオレフィンが１－オレフィンである請求項２４に記載の潤滑油組成物。
【請求項４７】
　下記の化合物を反応させることからなる潤滑油添加剤組成物の製造方法：
　（Ａ）下記の共重合体のうちの少なくとも一種：
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　　（ｉ）下記の化合物を含む成分のラジカル共重合により得られた共重合体：
　　　（ａ）少なくとも一種のモノエチレン性不飽和のＣ3－Ｃ28のモノカルボン酸もし
くはそのエステル、またはＣ4－Ｃ28のジカルボン酸、その無水物もしくはエステル、
　　　（ｂ）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素原
子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で共
重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、およ
び
　　　（ｃ）(ａ)及び(ｂ)の単量体と共重合可能で、かつ下記からなる群より選ばれる少
なくとも一種のモノオレフィン化合物：
　　　　（１）アルキル基がヒドロキシル、アミノ、ジアルキルアミノもしくはアルコキ
シで置換されているか、または未置換であって、炭素原子１～４０個を含む、アルキルビ
ニルエーテルおよびアリルアルキルエーテル、
　　　　（２）アルキル置換基が炭素原子１～４０個を含む、炭素原子数３～１０のモノ
エチレン性不飽和モノもしくはジカルボン酸のアルキルアミン及びＮ－アルキルアミド、
　　　　（３）炭素原子数１～８のカルボン酸のＮ－ビニルカルボキサミド、
　　　　（４）Ｎ－ビニル置換窒素含有ヘテロ環化合物、および
　　　　（５）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、または炭素
原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基の形で
共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、またはそれらの混合物、た
だし、用いるオレフィンは(ｉ)(ｂ)で用いられるオレフィンと同一ではない；
　　（ii）化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)をラジカル開始剤の存在下で反応させること
により得られた共重合体；
　　（iii）（ａ）化合物(ｉ)(ａ)を化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)と、共重合体(ｉ)
、共重合体(ii)もしくは両者の存在下で非ラジカル触媒反応で反応させることにより、あ
るいは（ｂ）共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)
(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応による生成物と接触させることにより得ら
れた共重合体；
　（Ｂ）少なくとも二種のモノカルボン酸もしくはそのエステルと、または少なくとも二
種のジカルボン酸、その無水物もしくはエステルと、またはそれらの混合物と反応するこ
とができる少なくとも一種のエーテル化合物；
　（Ｃ）少なくとも一種のモノカルボン酸もしくはそのエステル、またはジカルボン酸、
その無水物もしくはエステルと反応することができる少なくとも１個の官能基を持つ少な
くとも一種の脂肪族化合物。
【請求項４８】
　共重合体(iii)(ｂ)において、共重合体(ｉ)、共重合体(ii)もしくは両者を、成分(Ｃ)
の存在下で、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応
による生成物と接触させる請求項４７に記載の潤滑油添加剤組成物の製造方法。
【請求項４９】
　内燃機関内のスス分散性またはスラッジ分散性または両者を改善する方法であって、主
要量の潤滑粘度の油および有効量の請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物を含む潤滑油組
成物を用いて、機関を作動させることからなる方法。
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